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平
成
二
十
七
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
理
事
会
 

第
五
十
三
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
５
：
４
０
～
１
８
：
４
０
 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
－
４
９
－
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
第
３
会
議
室
 
 
 
 
 
 
 

 
 
一
護
身
武
道
演
武
会
 
評
価
・
反
省
 
確
認
の
件
 

 
 
二
各
種
役
員
選
出
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件

 

 
 
三
派
遣
事
業
展
開
の
検
討
 
 
 
確
認
の
件

 

 
 
四
支
部
開
設
、
宣
伝
活
動
 

 

 

確
認
の
件

 

 
 
三
そ
の
他
の
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項
 

 
 
 
 
 
 
 
科
目
表
内
容
確
認
 

平
成
二
十
八
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 
 
 

第
五
十
四
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
九
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
５
：
４
０
～
１
８
：
４
０
 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
－
４
９
－
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
第
４
会
議
室
 

 
審
議
事
項
 

 
 
一
夏
期
合
同
練
習
会
・
研
修
会
開
催
 
確
認
の
件
 

 
 
二
他
武
道
参
戦
・
一
〇
周
年
を
迎
え
る
演
武
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
つ
い
て
 
確
認
の
件
 

 
 
三
派
遣
事
業
展
開
の
検
討
 
 
 

 

 

確
認
の
件

 

 
 
四
支
部
開
設
、
宣
伝
活
動
 

 

 

 

 

確
認
の
件

 

 
 
三
そ
の
他
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項
 

 
 
 
 
 
 
 
・
科
目
表
内
容
確
認
 

 
 
 
 
 
 
 
・
連
絡
不
能
理
事
に
つ
い
て
 
 
 
 

平
成
二
十
八
年
度
第
一
・
四
半
期
 

護
身
武
道
武
道
研
究
会
 

〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉
 

気
合
せ
実
技
・
理
論
。(

谷
岡
前
初
段
と
共
に
）
 

平
成
二
十
八
年
度
 
 

 

行
事
予
定
 

 
 
五
月
 
二
十
九
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会
 

 
 
八
月
 
 
七
日
（
日
）
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会
 

 
 
九
月
 
十
八
日
（
日
）
理
事
会
 

 
 
九
月
二
十
三
日
（
金
）
他
武
道
参
戦
・
研
修
会
 

 
十
二
月
 
 
三
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

 
十
二
月
二
十
六
日
（
月
）
本
部
納
会

 

平
成
二
十
九
年
 

 
 
一
月
 
 
八
日
（
日
）
鏡
開
き
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
護
身
武
道
演
武
大
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
別
研
修
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会
 

 
 
三
月
 
十
九
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会
 

 
 
 

 
 

平
成
二
十
七
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
 

 
〈
身
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉
 

第
六
十
一
回
指
導
者
研
修
会
 

 
日
時
 
平
成
二
十
八
年
五
月
二
九
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
９
：
０
０
～
２
１
：
３
０

 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
－
４
９
－
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
室
 

 
研
修
内
容
 
科
目
表
内
容
確
認
 

 
 
 
 
 
 
気
合
せ
実
践
・
解
説
、
そ
の
他
 

平
成
二
十
八
年
度
 
第
一
・
四
半
期

 

第
六
十
二
回
指
導
者
研
修
会

 

 
日
時
 
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
九
日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
 
１
９
：
０
０
～
２
１
：
３
０

 

 
場
所
 
荒
川
区
荒
川
３
－
４
９
－
１
 
 

 
 
 
 
荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
室

 

 
研
修
内
容
 
科
目
表
内
容
確
認
 

 
 
 
 
 
 
気
合
せ
実
践
・
解
説
 

平
成
二
十
八
年
度
三
行
事
実
行
委
員
長
挨
拶

 

 
；
任
期
・
平
成
２
８
年
度
 
１
ヵ
年

 

第
１
０
回
護
身
武
道
演
武
大
会
実
行
委
員
長
 
 
平
戸
俊
一

 

 

 
こ
の
度
、
平
成
二
九
年
 
護
身
武
道
演
武
大
会
 
実
行
委
員
長
に
選

任
さ
れ
、
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

年
々
、
回
を
重
ね
る
毎
に
充
実
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
大
会
で
す
。
こ
れ

は
先
生
方
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
含
め
、
一
人
一
人
全
員
の
力
に
よ
る
も
の

で
す
。
 

 
私
も
、
元
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
理
事
長
、
副
理
事
長
以
下
、

各
役
員
の
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
よ
り
一
層
、
価
値
あ
る
大
会
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 
 
 
 
 
 

夏
期
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会
実
行
委
員
長
 
笠
置
博
史
 

 

 
当
団
体
は
こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
行
っ
た
事
業
活
動
に

よ
っ
て
、
有
意
義
な
企
画
と
計
画
の
配
分
を
思
考
す
る
能
力
を
養
い
、
成

長
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
そ
の
時
点
で
は
そ
れ
を
正
解
で

あ
る
と
信
じ
一
生
懸
命
に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
も
の
に
対
し
、
今
で
は

非
常
に
余
裕
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
反
省
内
容
を
抱
か
せ
る
も
の
が
多
々

あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
輝
い
た
自
分
が
い
る
と
い
う
場

を
創
り
、
仲
間
意
識
を
培
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
で
す
か
ら
今
年
は
、

で
き
る
だ
け
み
な
さ
ん
の
動
画
や
画
像
を
残
し
、
そ
の
記
録
を
整
え
て
、

単
な
る
活
動
記
録
で
な
く
、
広
報
活
動
用
の

V

T

R

と
し
て
の
完
成

に
至
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

気
合
せ
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
舘
長
の
も
と
、
今
の
護
身
武
道
が
全
力
に

燃
や
し
て
い
る
も
の
が
わ
か
る
よ
う
な
も
の
を
目
指
せ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
 
 
瀧
井
 
正

 

今
年
度
の
他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
を
努
め
ま
す
瀧
井
で
す
。
 

他
武
道
参
戦
も
内
容
が
年
々
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る

方
々
は
そ
れ
相
応
の
練
習
が
必
要
と
意
識
し
て
望
ん
で
下
さ
い
。
参
加

す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
成
長
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

平
成
二
十
八
年
度
役
員

 

任
期
；
平
成
２
８
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３
０
年
３
月
３
１
日
ま
で
）
 

・
理
事
長
 
 
小
林
 
惠
一

 

・
副
理
事
長
 
笠
置
 
博
史

 

・
副
理
事
長
 
瀧
井
 
正

 

連
盟
運
営
委
員

 

技
術
委
員
長
 
長
島
 
久
徳
（
審
判
委
員
長
・
審
査
委
員
長
を
統
一
）
 

総
務
委
員
長
 
平
戸
 
俊
一
（
総
務
委
員
長
・
調
整
委
員
長
を
統
一
）
 

企
画
委
員
長
 
中
武
 
寛

 

書
記
委
員
長
 
笠
置
 
博
史

 

 

平
成
二
十
八
年
度
運
営
委
員
長
挨
拶

 

技
術
委
員
長

 

 
長
島
久
徳

 

こ
の
度
、
新
し
く
新
設
さ
れ
ま
し
た
技
術
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
技
術
委
員
長
は
、
審
判
、
審
査
、
科
目
表
の
改
定
等
た
く
さ
ん
の
仕

事
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
少
し
で

も
師
範
、
道
場
生
た
ち
が
、
や
り
や
す
い
方
向
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
連
盟
全
体
の
技
術
向
上
の
為
、
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

総
務
委
員
長
 
 
平
戸
 
俊
一

 

こ
の
度
、
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
・
総
務
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
理
事
長
、
副
理
事
長
以
下
、
各
役
員

の
先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
、
連
盟
の
活
動
と
発
展
の
為
、
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 

企
画
委
員
長
 
 
中
武
 
寛

 

こ
の
度
、
企
画
委
員
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

役
員
の
先
生
方
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
護
身
武
道
の
魅
力
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
け
る
様
、
企
画
立
案
し
て
往
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

書
記
委
員
長
 
 
笠
置
博
史

 

記
録
は
会
員
の
皆
様
に
伝
え
る
大
切
な
手
段
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら

を
上
手
に
ま
と
め
、
早
く
会
員
の
皆
様
へ
伝
達
と
浸
透
さ
せ
る
工
夫
を

考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
理
事
会
を

L

I

V

E

す
る
迄
に
は
参
り
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
意
見
と
理
解
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
、
記
事
の
見
え
る
化
に
徹
底
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
理
事

会
で
出
た
内
容
や
話
題
を
黒
板
上
に
で
き
る
限
り
ま
と
め
、
そ
の
場
で

写
真
を
と
り
通
信
手
段
に
て
報
告
す
る
と
い
う
の
も
、
ひ
と
つ
の
方
法

だ
ろ
う
か
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
記
録
を
作
る
、
残
し
、
伝
え
る
、
そ
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
愉
し
さ
を
知
る
、
と
い
う
創
意
的
作
業
に

つ
い
て
会
員
の
方
々
と
調
査
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
テ
ー
マ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

渉
外
委
員
長
 
 
瀧
井
 
正
 
 

 
 
 
 
 
 

 

今
年
度
よ
り
渉
外
、
施
設
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、
瀧
井
正
で
す
。
 

少
し
で
も
連
盟
の
発
展
に
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
員
の
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
 

 

 
 

 

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
持
ち
の
整
理
に

1

ヶ
月
あ
る
い
は

1

年
以
上
悩
む
も
の
さ
え
あ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
武
道

習
得
に
至
る
過
程
で
あ
り
、
や
が
て
目
的
地
と
い
う
晴
れ
間
が
覗
き
込

み
、
す
ば
ら
し
い
も
の
を
学
ん
だ
と
自
信
を
持
っ
た
時
こ
そ
、
修
行
の
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
る
の
で
す
。
そ
し
て
ま
た
次
の
追
求
と
い
う
欲
求
が

生
じ
、
さ
ら
な
る
向
上
の
為
に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
新
し
い
会
員
の
方
々
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
余
り
、
楽
し
い
、
と

い
う
言
葉
の
み
を
強
調
し
す
ぎ
た
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
う
わ
べ
に

道
を
そ
ら
せ
、
継
続
能
力
を
宿
そ
う
と
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
や
れ
そ
う
な
気
を
誘
っ
た
の
は
、
道
着
と
い
う
衣
装
の

力
に
頼
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
長
く
続
け
て
い
る
人
こ

そ
悩
ま
せ
る
の
は
、
武
道
自
体
が
簡
単
な
答
え
を
教
え
よ
う
と
は
し
て

く
れ
な
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
自

分
が
望
ん
で
取
り
組
ん
だ
武
道
に
、
気
に
入
ら
れ
る
努
力
を
し
な
い
と

い
け
な
い
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
今
皆
さ
ん
と
あ
ら
た
め
て
、

何
故
自
分
が
武
道
を
始
め
よ
う
と
し
た
の
か
へ
と
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
理
事
一
同
は
、
武
道
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
の

両
面
性
を
館
長
よ
り
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
護
身
武
道
の
本
質
が
、
「
精
神
的
な
強
さ
を
鍛
錬
さ
せ
る
武
道
で
あ

る
」、
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
に
唱
道
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
 

・
副
理
事
長
Ⅱ
 
瀧
井
 
正

 

連
盟
副
理
事
長
を
今
年
度
よ
り
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
連

盟
の
規
模
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
理
事
長
は
じ
め
、
理
事
の
方
々

と
協
力
し
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

広
報
委
員
長
 
 
大
関
浩
一
 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
上
野
道
場
の
大
関
で
す
。
さ
て
、
私
は
こ
の

度
、
広
報
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
広
報
委
員
長
と
し
て
、
私
た

ち
の
護
身
武
道
の
活
動
を
一
人
で
も
多
く
の
人
達
へ
広
め
る
こ
と
、
道

場
開
設
や
連
盟
の
行
事
な
ど
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
広
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
各
道
場
の
地
域
に
お
け
る
情
報
収
集
が
必

要
で
す
。
み
な
さ
ん
の
学
校
、
市
役
所
、
区
役
所
、
公
民
館
、
教
育
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
他
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
私
た
ち
護
身
武
道
連
盟
の
情
報
も
掲
示
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
継
続
は
力
な
り
、
と
言
わ

れ
る
通
り
日
々
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
各
道
場
の
師
範
の
先
生
方
と
連
携
し
、
更
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
お

願
い
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

教
宣
委
員
長
 
 
 
小
林
 
惠
一

 

他
の
運
営
委
員
長
と
連
携
を
図
り
、
組
織
内
の
教
育
・
宣
伝
の
を
行

う
も
の
で
す
。
会
員
の
皆
様
が
、
武
道
家
と
し
て
の
方
向
性
を
間
違
え
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
な
基
本
的
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
い
。
素
質
、
素
養
を

持
ち
な
が
ら
勘
違
い
を
し
な
い
よ
う
、
あ
る
べ
き
姿
勢
と
思
い
を
、
確
固

た
る
も
と
す
る
よ
う
舵
取
り
を
微
力
で
す
が
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
護
身
武
道
の
理
念
等
を
、
多
く
の
人
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
活
動
を
、
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

   平
成
二
十
八
年
度
 
第
一
・
四
半
期
 

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
事
務
局

 

一
法
人
報
告

 

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
報
告
 
千
葉
県
庁
・
四
月
一
日
提
出

 

 
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

 

 
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

 

 
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

 

 
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

 

 
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

 

 
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち

1

0

人
以
上
の
氏
名

 

二
そ
の
他
減
免
申
請
・
四
月
一
日
提
出

 

 
・
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書
・
柏
県
税
事
務
所

 

 
・
市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書
・
我
孫
子
市
役
所
課
税
課

 

二
千
葉
県
法
務
局
法
人
登
記
部
門
提
出
・
５
月
２
０
日
提
出

 

 
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
変
更
登
記
申
請
書

 

 
・

N

p

o

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
定
款

 

 
・
社
員
総
会
会
議
議
事
録
・
理
事
互
選
書
 
・
就
任
承
諾
書

 

渉
外
委
員
長
 
瀧
井
 
正
 
（
渉
外
委
員
長
・
施
設
委
員
長
を
統
一
）
 

広
報
委
員
長
 
大
関
 
浩
一

 

教
宣
委
員
長
 
小
林
 
惠
一

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
八
年
度
役
員
挨
拶

 

・
理
事
長
 
 
 
小
林
 
惠
一

 

 
連
盟
設
立
か
ら
早
い
も
の
で
、
１
０
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
連
盟
を
、
後
進
に
譲
る
時
期
が
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
現
在
ま
で
、
力
た
ら
づ
で
組
織
拡
大
を
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
ず
、
設
立
時
の
仲
間
も
諸
事
情
に
よ
り
は
な
れ
た
方
も
お
り
ま
し

た
。
こ
の
与
え
ら
れ
た
２
ヵ
年
を
、
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
、
更
な

る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

・
副
理
事
長
Ⅰ
 
笠
置
 
博
史

 

私
が
館
長
の
弟
子
に
な
り

2

5

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
最
近

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
難
し
い
と
思
う
も
の
を
理
解
で
き
た
時
こ

そ
、
本
当
の
楽
し
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
道
着
を
着

て
い
る
だ
け
で
武
道
を
や
っ
て
い
る
、
と
勘
違
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
武
道
の
本
質
を
探
る
ほ
ど
、
奥
の
深

さ
と
難
し
さ
を
実
感
し
ま
す
。
少
し
で
も
理
解
す
れ
ば
修
行
し
た
と
自

己
評
価
を
し
て
よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ず
つ
を
納
得
す
る
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石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）
 

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０
 

ひ
た
ち
な
か
教
室
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
平
戸
師
範
 

 
連
絡
先
 
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２
 
 

 
日
時
 
不
定
期
開
催
 

 
 
 
 

東
葛
道
場
 
 
 
 
 
 
長
島
師
範
 

場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
我
孫
子
中
学
校
武
道
場
 
 
 
 
 
 
 

練
習
日
時
 
毎
週
水
曜
日
 

 
 
 
 
 
 
 
１
9
：
０
０
～
2
１
：
０
０
 

 
先
日
、
笠
置
師
範
が
練
習
に
参
加
し
て
く
れ

 

ま
し
た
。
普
段
と
違
っ
た
雰
囲
気
で
練
習
が
で

 

き
新
鮮
で
し
た
。
総
当
た
り
で
乱

 

取
り
を
や
り
、
皆
、
楽
し
そ
う
に

 

や
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
機
会
が

 

あ
れ
ば
、
他
道
場

 

へ
練
習
に
行
こ

 

う
と
思
い
ま
す
。
 

 
 

       

世
田
谷
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
世
田
谷
区
船
橋
３
・
１
１
・
８
 
船
橋
地
区
会
館
一
階
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
１
８
：
０
０
～
１
９
：
３
０
 

こ
れ
ま
で
、
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
で
も
あ
る
、
教
え
る
こ
と
が
自
分

を
成
長
さ
せ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
実
感
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
達
が
作
る
力
の
実
態
こ
そ
が
、
自
分

を
後
押
し
す
る
風
向
き
の
加
減
を
作
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
私
は

少
し
で
も
道
場
と
い
う
場
所
が
楽
し
い
場
と
し
て
作
れ
た
ら
と
考
え
て

き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
思
い
が
集
ま
る
か
ら
こ
そ
、
稽
古
場
が
聖
地
と

な
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
成
田
さ
ん
が
毎
回
か
か
さ
ず
窓
外
に
向

け
て
、
道
場
案
内
を
張
り
出
し
て
く
れ
る
思
い
、
私
よ
り
三
廻
り
も
歳
上

で
、
人
生
経
験
や
立
場
も
あ
る
下
谷
内
さ
ん
 

が
、
稽
古
日
の
た
め
に
体
調
を
整
え
て
私
の
話
 

に
頷
き
に
き
て
く
れ
る
こ
と
、
ビ
ラ
を
配
り
に
息
 

子
さ
ん
と
近
所
に
配
布
し
て
く
れ
た
森
さ
ん
達
、
 

そ
し
て
、
関
係
の
人
達
家
族
の
ご
理
解
な
ど
。
小
 

さ
い
な
が
ら
道
場
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
大
 

き
な
領
域
が
あ
る
の
を
感
じ
ま
す
。
 

自
分
に
で
き
る
こ
と
、
こ
れ
は
ま
さ
に
武
道
に
出
 

会
っ
た
こ
と
を
武
道
で
恩
返
し
す
る
こ
と
が
人
 

生
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
深
め
さ
る
も
の
で
す
。
 

 

三
鷹
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
 
北
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

和
菓
子
処
 
八
千
代
堂
 

本
 
 
店
 
合
羽
橋
通
り
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1
 

千
束
店
 
 
千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5
 

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）
 

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店
 

 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

 
３
８
３
１)

０
８
４
４
 

（有
）
カ
サ
ギ
電
気
工
業
（
電
気
工
事
、
設
計
）
 

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６
 

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）
 

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

 

東
芝
府
中
教
室

 

 
大
関
師
範

 

 
連
絡
先

 

０
９
０
３
８
１
３
５
５
１
０

 

 

日
時
 
 
 
不
定
期
開
催

 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
上
野
本
部
道
場
の
大
関

 

で
す
。
新
年
度
を
迎
え
新
た
な
環
境
の
中
で
皆
さ

 

ん
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
か
？

 

 

現
在
上
野
本
部
道
場
で
は
、
多
く
の
体
験
者
を
迎
え
て
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。
体
験
者
の
み
な
さ
ん
は
、
大
変
元
気
良
く
大
き

な
声
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
、
慣
れ
て

く
る
と
忘
れ
が
ち
な
も
の
で
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
集
中
し
て
練

習
す
る
に
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般

の
部
に
お
き
ま
し
て
も
従
来
取
り
込
ん
で
い
る
気
合
せ
の
進
化

に
伴
い
、
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
、
確
認
し
更
な
る
習
得
を
め
ざ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

気
合
せ
の
他
に
も
、
各
級
、
各
段
の
科
目
に
お
い
て
も
様
々
な
角

度
か
ら
再
確
認
を
し
て
更
な
る
技
の
精
度
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組
み
、
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
自
分
自
身
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
気
候
も
変
わ
り
易
く
、
体
調
を
維
持
す
る
の
も
大
変

に
な
り
ま
す
が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
、
道
場
で
は
元
気

い
っ
ぱ
い
練
習
に
励
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

城
北
道
場
 
中
武
師
範
 
舘
 
長

 
 

場
所
 
荒
川
区
東
尾
久
２
・
４
３
・
９

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
赤
土
小
学
校
体
育
館
 
３
Ｆ

 

練
習
日
時
 
毎
週
土
曜
日
１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
暖
か
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
 

城
北
道
場
は
、
毎
週
楽
し
く
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。
年
少
部
の

琉
加
君
は
、
３
級
の
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。
３
級
か
ら
逆
技
が

入
っ
て
き
て
る
の
で
難
し
い
け
ど
頑
張
っ
て
ね
。
一
般
部
の
中

嶋
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
は
、
２
段
、
３
段
、
気
合
わ
せ
と
、
難
し
い

技
を
舘
長
よ
り
習
っ
て
お
り
ま
す
。
舘
長
の
技
は
、
日
々
進
化
し

て
お
り
ま
す
。
（
た
ま
に
、
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
）
最
近
、
若
い
方
が
見
学
に
来
ら
れ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
仲

間
と
し
て
、
入
会
し
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
私
は
琉
加
君
の
時

間
が
終
わ
る
と
、
一
般
の
練
習
に
合
流
し
ま
す
。
 

上
級
者
の
技
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。
護
身
武
道
を
も
っ
と
習

い
た
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
様
に
、
日
々
努
力
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

 
 
 
 
道
場
だ
よ
り
 

本
部
道
場
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
舘
 
長

 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

 

 
本
部
道
場
の
取
り
組
み
の
一
つ
は
、
護
身
武
道
研
究
会
、
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て
行
う
下
地
創
り
等
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
気
合
せ
で
す
、
脱
力
と
共
に
気
を
合
わ
せ
て
技
を
の
せ
て
い
く
も

の
で
す
、
習
得
に
は
多
く
の
時
間
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
技
に
対
す

る
考
え
方
が
、
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
次
に
つ

な
げ
る
感
性
と
な
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
護
身
武
道
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
。
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

通
し
て
、
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

上
野
道
場
に
、
新
し
い
仲
間
と
共
に
付
き
添
い
の
保
護
者
の
皆
様
が
み

え
ま
す
。
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
教
室
を
随
時
開
催
し
指
導

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
 

※
高
橋
弐
段
・
参
段
取
得
を
！
（
糧
と
な
る
よ
う
に
）
 

※
三
浦
三
級
・
初
段
目
指
し
て
！
（
強
く
、
た
く
ま
し
い
マ
マ
に
）
 
 

※
根
本
６
級
・
初
段
を
目
指
そ
う
！
（
未
来
の
た
め
に
）
 

☆
入
会
希
望
保
護
者
ミ
ニ
武
道
教
室
・
継
続
開
催
 
 
 

 
上
野
道
場
 
 
 
 
 
 
瀧
井
師
範
 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０
 

 
上
野
道
場
は
、
竹
村
太
一
君
、
公
孝
君
兄
弟
も
道
場
に
慣
れ
て

元
気
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
声
を
出
し
、
熱
心
に
科
目
に

取
り
込
ん
で
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
審
査
を
受
け
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
根
本
拓
君
、
大
関
達
也
君
は
、
中
学
に
進
学
し
忙
し
い

中
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
林
晃
一
君
は
年
長
な
た
め
道
場
に
早
く
な

れ
、
部
活
が
忙
し
い
中
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
は
、

黒
帯
を
速
く
締
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
早
い
と
は
、
自

分
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
の
練
習
を
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
 

 
土
屋
慶
人
君
、
仁
人
君
兄
弟
が
新
し
い
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。

中
学

1

年
と
小
学
年
生
の
兄
弟
で
す
。
活
発
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
只
今
、
体
験
者
と
し
て
森
さ
ん
三
姉
妹
が
練
習
に
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
明
る
く
元
気
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
あ
と
一
つ
、
何
年
か
ぶ
り
に
、
谷
岡
拓
矢
君
が
顔
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
黒
帯
を
取
得
し
、
高
校
二
年
で
退
会
し
ま
し
た
が
、

先
日
二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
と
、
報
告
に
来
て
く
れ
、
練
習
に
参

加
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
ま
す
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
と

て
も
嬉
し
い
時
間
で
し
た
。
 

 
 
 
上
野
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瀧
井

 

 

道
場
だ
よ
り
・
・
中
学
に
な
っ
た
深(

み)

月(

つ
き)

君
、
将
来
就
き
た
い
と
い
う
職
業
を
持
っ
て

い
ま
す
。
私
が
中
学
生
だ
っ
た
頃
は
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
為
、
大
変
羨
ま
し
く
思
い

ま
す
。
お
父
さ
ん
の
森
さ
ん
も
そ
う
感
じ
て

い
る
筈
で
す
。
目
的
意
識
は
あ
ら
ゆ
る
学
習

姿
勢
に
対
し
て
、
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
見
て
い
る
と
、
こ

れ
か
ら
発
す
る
と
思
わ
れ
る
輝
き
の
存
在

を
感
じ
ま
す
。
6
年
生
に
な
っ
た
大
地
君
も

ま
た
、
所
属
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で

活
躍
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
今
は
穏
や

か
で
す
が
大
変
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
 

私
は
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
か
う
彼
ら
に
、

武
道
と
い
う
力
が
ど
れ
ほ
ど
心
の
支
え
に

な
る
か
、
と
い
う
手
助
け
を
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

三
鷹
・
世
田
谷
道
場
・
花
見
会
報
告

 

 
雨
が
降
っ
た
翌
日
の

4

月

3

日
日
曜
日
、

三
鷹
と
世
田
谷
道
場
を
支
え
て
下
さ
る
皆

さ
ん
と
共
に
、
三
鷹
に
て
花
見
会
を
行
い
ま

し
た
。
桜
並
木
を
歩
き
、
施
設
に
戻
っ
て
食

事
会
で
す
。
参
加
者
は
、
三
鷹
か
ら
森
さ
ん

親
子
・
大
地
・
斯
波
さ
ん
、
雅
志
、
世
田
谷

か
ら
成
田
さ
ん
・
下
内
谷
さ
ん
と
理
絵
さ

ん(

下
谷
内
さ
ん
の
娘
さ
ん)

・
小
牧
さ
ん
、

そ
し
て
私
を
含
め

1

0

名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
 

理
絵
さ
ん
か
ら
の
超
ど
派
手
な
差
し
入
れ

を
皮
切
り
に
、
森
さ
ん
奥
様
か
ら
の
愛
情
手

作
り
料
理
、
成
田
さ
ん
か
ら
の
お
弁
当(

余
ら

せ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
し
か
も
体
調
悪
か
っ

た
中)

、
斯
波
さ
ん
か
ら
の
高
級
ポ
テ
ト(

テ

レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
商
品
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
・
・
笑)

、
小
牧
さ
ん
か
ら
大
変
珍
 

 

 

し
い
特
製
カ
ク
テ
ル
、
大
地
の
一
番
の
笑
顔
、
雅
志
は
毎
回
酔
う
私

の
介
護
要
員
、
そ
し
て
皆
さ
ん
ゴ
ミ
迄
も
っ
て
帰
っ
て
頂
き
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
人
の
会
話
は
難
し
い
話
題
が
多
く
て

私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が(

泣)

、
皆
様
の
お
陰
を
も
ち
、
今

の
道
場
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
ら
た

め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

  

 




